
●「ワーク・ライフ・バランス」総合サイトを開設　東京都では、ワーク・ライフ・バランスに関する総合的な情報を紹介するWebサイト「TOKYO ワーク・ライフ・バランス」を開設しています。
URL http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/index8files/t_wlb/

No.33 8平成22年（2010年）10月30日　こうとうの女性

Profile
多摩美術大学美術学部芸術学科特任
教授、同芸術人類学研究所所員。
1979年京都大学法学部卒業。1989年
東京藝術大学大学院修了。水戸芸術館
現代美術センター、世田谷美術館を経
て、1999年より金沢21世紀美術館の立
ち上げに参加。2001年イスタンブールビ
エンナーレ総合コミッショナー、2002年上
海ビエンナーレ共同キュレーター、メディ
アシティソウル2006の共同キュレーター
を務める。

海外で活躍するマイケル・リンさんのデザインによる授乳室（写真）をは
じめ、館内各所でモダンアートが“発見”できます。

　

美
術
館
で
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
に
携
わ
る
人
た
ち
を
、
一
般

に
「
学
芸
員
」
と
呼
び
、
最
近
は

「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
と
い
う
肩
書
き

も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、
東

京
藝
術
大
学
在
籍
時
と
の
こ
と
。

「
当
時
、
芸
術
学
科
で
美
術
史
を

学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
制
作

の
実
習
を
し
た
り
、
実
技
の
学
生

と
交
流
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た

り
し
た
ん
で
す
。
」

　

そ
ん
な
理
想
の
環
境
で
学
ぶ
う

ち
に
、
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒

に
仕
事
が
で
き
た
ら
」
、
と
い
う

願
望
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
、
た
ど

り
着
い
た
先
が
、
学
芸
員
の
業
務

に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割
を
備

え
た
「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

大
学
院
課
程
を
修
了
し
た
翌
年

の
水
戸
芸
術
館
現
代
美
術
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
長
谷
川

さ
ん
は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

世
田
谷
美
術
館
在
籍
時
の
１
９

９
７
年
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社

会
的
な
性
の
あ
り
方
）
に
関
す
る

企
画
展
「
デ
･
ジ
ェ
ン
ダ
リ
ズ
ム

〜
回
帰
す
る
身
体
」
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
父

親
と
母
親
を
外
見
的
に
〝
ス
イ
ッ

チ
〞
し
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、
性

差
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
間
の
「
多

様
性
」
を
世
に
問
い
、
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

「
こ
の
企
画
展
は
、『
女
性
ら
し

さ
』『
男
性
ら
し
さ
』
と
い
う
も
の

を
多
方
面
か
ら
問
い
た
だ
し
て
み

る
こ
と
が
狙
い
で
し
た
。
男
性
で

も
小
柄
で
繊
細
な
タ
イ
プ
の
方
が

結
構
い
る
よ
う
に
、
体
格
も
容
姿

も
思
考
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
で

す
か
ら
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
自
由
に
男
性
ら
し
さ
、
女
性

ら
し
さ
を
取
り
込
ん
で
い
け
ば
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

　

現
代
ア
ー
ト
を
媒
介
と
し
て 
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
見
つ
め
る
こ

と
を
呼
び
か
け
た
長
谷
川
さ
ん
。

　

そ
の
後
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、
誰
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る
〝
敷
居
の
低
い
〞

美
術
館
と
し
て
人
々
の
共
感
を
獲

得
。
そ
し
て
２
０
０
６
年
4
月
、

東
京
都
現
代
美
術
館
の
チ
ー
フ

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
着
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
月
29
日
よ
り
来
年
1
月
30
日

ま
で
「
東
京
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ　

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
企
画
展
を
人
類
学
者

の
中
沢
新
一
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
開
催
。
他
ジ
ャ

ン
ル
を
横
断
し
な
が
ら
現
代
ア
ー

ト
に
新
た
な
視
点
を
導
入
し
よ
う

と
試
み
て
い
ま
す
。

　

「
例
え
ば
、
科
学
は
実
証
が
不

可
欠
で
す
が
、
ア
ー
ト
は
仮
説
を

視
覚
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
可
能

性
を
見
出
せ
ま
す
。
そ
う
し
た
思

考
の
伸
び
や
か
さ
を
備
え
て
い
る

点
が
ア
ー
ト
の
長
所
で
あ
り
、
面

白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
」

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
間

接
的
な
接
触
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
な
か
で
、
「
美
術
館
は
、
自
分

自
身
の
セ
ン
サ
ー
を
回
復
す
る
の

に
と
て
も
い
い
場
所
な
ん
で
す
」

と
長
谷
川
さ
ん
は
笑
み
を
浮
か
べ

ま
す
。

　

「
当
館
は
天
井
が
非
常
に
高

く
、
通
常
の
美
術
館
よ
り
空
間
が

広
い
の
で
、
想
像
力
を
く
す
ぐ
る

立
体
的
な
展
示
物
に
た
く
さ
ん
出

会
え
ま
す
。
実
際
に
足
を
運
ん
で

み
て
、
物
や
人
に
触
れ
、
対
話
を

重
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
〝
本

当
の
自
分
〞
が
見
え
て
き
ま
す

よ
」
と
、
最
後
に
念
を
押
さ
れ
ま

し
た
。

個
人
個
人
の「
多
様
性
」を

現
代
ア
ー
ト
を
介
し
世
に
問
う

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
見
出
す

〝
ア
ー
ト
の
チ
カ
ラ
〞

生
身
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

何
よ
り
も
大
切

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
一
緒
に

作
品
を
創
造
し
て
い
く
面
白
さ
に
魅
了
さ
れ
る

江
東

ひ
と

の長
谷
川
祐
子 

さ
ん

東
京
都
現
代
美
術
館

チ
ー
フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

講演とメッセージのつどい守ろう人権守ろう人権守ろう人権守ろう人権守ろう人権

　北朝鮮に拉致された可能性のある特定失踪者｢後藤美香さん｣、
「高野清文さん」のご家族が区内に在住されています。お二人のパ
ネルもございますので、是非ご覧いただき北朝鮮による拉致問題に
対する関心と認識を深めてください。

同時同時
開催開催
同時
開催 北朝鮮当局による拉致問題パネル展

日時

会場

内容

定員
※手話通訳付。保育有（1歳半～未就学児）11/25（木）まで要予約。
　保育予約・問合せ先　人権推進課3647－1164

▲講師　北村年子さん（ルポライター）

　男女共同参画の重要性をアピールするものとしてさまざまなシン
ボルマークがあります。
　ここでは主なものをご紹介いたしますので、ぜひみなさんもこの
機会に覚えてみてください。

男女共同参画に関する

男女が手を取り合っている様子をモチーフにし、互
いに尊重しあい、共に歩んでいけたらという願いを
こめています。

男女共同参画シンボルマーク

女性が腕をクロスさせた姿を描いており、女性の表
情、握りしめたこぶし、クロスさせた腕により、女性
に対する暴力を断固として拒絶する強い意志を表
しています。

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

ポジティブ・アクションの頭文字「p」と「a」を組み合わせ、
創造と活力あふれる女性の姿がデザインされています。
※ポジティブ・アクションとは、弱者集団、特に女性の職場環境の不利
な現状を是正するための改善措置のこと。

ポジティブ・アクション普及促進のための
シンボルマーク 愛称：「きらら」

　男女共同参画の重要性をアピールするものとしてさまざまな

シンボルマーク 12/3（金）13時30分～17時（開場13時）

江東区文化センターホール（東陽4－11－3）

①人権メッセージ発表会
（第六砂町小学校5年生代表）

②講演
「心の“ホーム”を求める子どもたち　
～いじめの連鎖を断つために～」
講師　北村年子

（ルポライター、「ホームレス」問題の授業
づくり全国ネット共同代表）

③映画　人権啓発アニメーション「声を聞かせて」


